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1は じめ に

北 海 道 東 部 の 沿 岸 部 は,北 海 道 の な か で も農 地

開発 が 比 較 的 少 な く,多 数 の 湿 原 が残 存 す る.オ

ホ ー ッ ク海 側 に は網 走 湖 や 涛 沸 沼 の よ うな 大 きな

湿 原 か ら涛 釣 沼 や ガ ッ タ ン コ沼 と い っ た小 規 模 な

湿 原 まで 見 られ る(冨 士 田 ほ か,1997).

こ の よ うな 湿 原 に は多 くの 湿 原 性 植 物 が 生 育 し

て お り,そ の 中 に は稀 少 植 物 も見 られ る.レ ッ ド

デ ー タ ブ ッ ク(環 境 庁,2000)の 稀 少 種 数 を 生

育 地 別 に見 る と,北 海 道 で は 湿 原(64種:19%)

は,高 山 につ ぐ稀 少 種 の 生 育 地 とな って い る(丹

羽 ほ か,2000).こ れ は,湿 原 自 体 の 稀 少 性 も

一 因 で あ るが
,開 発 の対 象 と な りや す い こ とや,

周 辺 部 の 開 発 に よっ て 乾 燥 化 の 影 響 を受 け や す い

こ と も要 因 で あ る.

大 規 模 な 湿 原 で は環 境 保 全 の 取 り組 み が行 なわ

れ,そ の 一 つ の サ ロベ ツ湿 原 で は,改 変 の 影 響 に

つ い て調 査 を行 ない,そ れ に 基 づ く保 全 対 策 も検

討 され つ つ あ る(西 川 ほ か,1996).し か し,

小 規 模 な湿 原 に つ い て は,保 護 区 の 指 定 な どの対

策 も な さ れ な い ま ま開 発 に よ っ て消 失 す る場 合 も

多 い.今 回,こ う した 小 規 模 の湿 原 の 一 つ で 斜 里

町郊 外 にあ る ガ ッ タ ン コ沼 湿 原 に お い て 稀 少 植 物

の調 査 を行 な っ た.

本 湿原 は,元 々面積 が小 さか っ た こ とに加 え て,

湿 原 の す ぐ北 側 に舗 装 車 道 や パ ー ク ゴ ル フ場,墓

地 が 造 成 され て い る こ とか ら,湿 原 の環 境 が 変 化

す る こ とが 懸 念 され て い る.こ れ まで 斜 里 高 校 生

物 部(1994)に よ っ て 隣 接 す る海 岸 林 か ら ガ ッ タ

ン コ沼 に か け て の 植 生 が 調 べ られ て い るが ,継 続

した 調 査 は行 な わ れ て い な い.湿 原 の 変 化 を知 る

に は,長 期 的 なモ ニ タ リ ングが 有効 な手段 であ る.

特 に個 体 群 調 査 に よる モ ニ タ リ ング は 対 象 種 の 生

育 状 況 を定 量 的 に把 握 す る こ とが で き(丹 羽 ほ か,

2000),湿 原 環 境 の 状 態 を示 す 指 標 に も な る だ

ろ う.

そ こで 湿 原 を代 表 す る ク ロバ ナ ロ ウゲ と トキ ソ

ウ の2種 につ い て,今 後 継 続 して モ ニ タ リ ン グ で

きる よ う に固 定 調 査 区 を設 定 し個 体 群 調 査 を行 な

っ た.こ こで は,そ れ ぞ れ の 生 育 環 境 と個 体 群 構

造 に つ い て 報 告 し,現 在 の 生 育 状 況 に つ い て 記 載

す る.

なお,本 調 査 は北 海 道 の事 業 で あ る高 山植 物 分

布 デ ー タ ベ ー ス 作 成 事 業(2000年 度)の 一 環 と

して 実 施 さ れ た.ク ロバ ナ ロ ウ ゲ と トキ ソ ウ の分

布 に関 して は,(株)野 生 生 物 総 研 の 北 海 道 植 物

情 報 処 理 シ ス テ ム(ECPLANT,日 野 間,1993)

を使 用 した.調 査 に は 地 元 在 住 の奥 泉 高 一 ・奥 泉

静 子 ・羽 田 野 是 ・中條 禎 子 ・相 内勝 也 と札 幌 市 の

鈴 木 有 の 各 氏 に参 加 して い た だ い た.調 査 の 準 備

や 実 施 に 際 して 知 床 博 物 館 の 中川 元 ・松 田功 ・内

田暁 友 ・宇 仁 義 和 ・増 田泰 の 各 学 芸 員 に お 世 話 に

な っ た.こ れ らの 方 々 に は厚 く感 謝 す る.

2調 査 方 法

(!)調 査 地 の概 況

調 査 は 斜 里 町郊 外 の ガ ッタ ン コ沼 で行 な っ た.

周 辺 の 植 生 は,オ ホ ー ツ ク海 の海 岸 線 か ら内 陸 側

に 向 か っ て 海 浜 砂 丘 植 生,海 岸 林(カ シ ワ ・ミズ

ナ ラ林),湿 原(ガ ッ タ ン コ沼),海 岸 林(針 広

混 交 林)と 続 い てい る.ガ ッ タ ン コ沼 は砂 丘 列 の

間 に あ り,海 岸 線 に沿 っ て細 長 い 形 状(最 大 長 さ

約1500m,最 大 幅 約50m)を して い る.湿 原 部 分

の 面 積 は1.5haで あ る(冨 士 田 ほか ,1997).湿

原 の 内 部 は,両 側 をハ ン ノ キ林 や ヨ シ群 落 に挟 ま

れ て 中 央 部 に高 層 湿 原 が 見 ら れ る.湿 原 の 水 位 は

春 先 の 雪 解 け直 後 に 最 も高 く,夏 以 降 は 冠 水 しな

くな る.

(2)調 査 対 象 種 につ い て
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① ク ロ バ ナ ロ ウゲ

クロ バ ナ ロ ウ ゲPo'6η'〃1α ρα1配∫酒5は,バ ラ

科 キ ジ ム シ ロ属 の 多 年 生 植 物 で あ る.太 い 茎 を伸

ば して 高 さ30～60cmに な り,7～8月 に は 茎 の

先 に数 個 の 花 を 咲 か せ る.キ ジ ム シ ロ属 植 物 の 多

くが 草 地 な どの 比 較 的 乾 燥 した場 所 に生 育 す る の

に対 し,ク ロ バ ナ ロ ウゲ は湿 原 や 沼 地 を生 育 場 所

して お り,日 本 で は 北 海 道 ・本 州(東 北 ・日光 ・

尾 瀬)に 分 布 す る(籾 山,1982).レ ッ ドデ ー

タ ブ ック に は 該 当 しな い が,野 外 で 見 る こ とは 少

な い.日 野 間(1993)に よ る と道 内 で43メ ッ シ

ュが 記 録 され て お り,ほ とん どが 道 北 ・道 東 ・勇

払 地 方 の 沿 岸 部 の 湿 原 で確 認 され て い る.

② トキ ソ ウ

トキ ソ ウPogOη ∫oJoρ0η∫Cαは ラ ン科 トキ ソ ウ

属 の 高 さ10cm程 度 の 小 型 の 多 年 生 植 物 で,茎 の

中央 か ら細 長 い葉 が1枚 つ く.開 花 個 体 は6～7

月 に茎 の 先 に包 葉 と1つ の 花 を咲 か せ る.国 内 で

は 北 海 道 ・本 州 を中 心 に九 州 ま で の 湿 地 に生 育 し

て い る(里 見,1981).湿 原 の 開 発 や 園 芸 用 の

採 取 に よ り,個 体 数 の 減 少 が 予 想 され,北 海 道 生

活 環 境 部 が 発 表 した レ ッ ドリ ス ト(2000)に も

絶 滅 危 急 種(Vu)と し て 選 定 され て い る.日 野

間(1993)に よ る と31メ ッ シュが 記録 され て お り,

道 南 を 除 く地 域 の 沿 岸 部 に 多 く確 認 さ れ て い る.

(3)調 査 区 の 設 定

調 査 は2000年7月1日 に 行 な っ た.ク ロバ ナ

ロ ウ ゲ 生 育 地 に1m×1mの 方 形 区 を10個 連 続 さ

せ て 直線 状 に設 け た.同 様 に トキ ソ ウ 生 育 地 に は

1m×1mの 方 形 区ll個 を連 続 させ て 海 岸 林 に対

して 垂 直 に な る よ うに 設 け た.さ らに トキ ソ ウが

分 布 し ない 場 所 の植 生 と比 較 す る た め,内 陸 側 に

調 査 区 を延 長 して8個 の 方 形 区 を設 け た.方 形 区

の1辺 の隅 には杭(プ ラス テ ィック製,高 さ30cm)

を差 して 目 印 と した.各 方 形 区 に は 基 点 に近 い 方

形 区 か ら順 にA,B,…,J(ト キ ソ ウ調 査 区 はS

まで)と 番 号 をつ け た.

(4)調 査 の 方 法

ク ロ バ ナ ロ ウゲ は各 地 上 茎 を個 体 と して扱 い,

方 形 区 内 に あ る全 個 体 に対 し,番 号 を書 い た 園 芸

用 の 名 札(幅1cm× 長 さ8cm)を つ け て標 識 し

た.各 個 体 ご と に生 育 位 置(XY座 標)・ 葉 の 枚

数 ・高 さ ・開 花 の有 無 ・花 数 を記 録 した.ま た,

ク ロ バ ナ ロ ウ ゲ が生 育 す る環 境 を把 握 す る ため に

各方 形 区 につ い て 出現 す る植 物 の種 名 と被 度(%)

を記 録 した.

トキ ソ ウ で も各 地 上 茎 を個 体 と して 扱 い,方 形

区 内(A～J)の 個 体 に つ い て,番 号 を書 い た 園

芸 用 の 名 札 をつ け て 標 識 した(方 形 区F～Jの 一 部

の 個 体 は 除 く).各 個 体 ご とに,生 育 位 置(XY

座 標)・ 葉 の 長 さ(根 元 か ら葉 の 先 端 ま で の 長 さ

と した)・ 開 花 の 有 無 を記 録 した(生 育 位 置 につ

い て は方 形 区F～Jの 一 部 の個 体 は 調べ てい な い).

な お,今 回 の 分 析 で は,方 形 区A～Eの デ ー タの

み 使 用 した.ま た,ト キ ソ ウが 生 育 す る環 境 を把

握 す る た め に 各 方 形 区(A～S)に つ い て 出現 す

る植 物 の 種 名 と被 度(%)を 記 録 した.

(5)分 析 の 方 法

個 体 の 重 要 な情 報 で あ る植 物 体 の 大 き さ(サ イ

ズ)の 指標 と して,ク ロバ ナ ロ ウゲ は葉 の枚 数 を,

トキ ソ ウ は葉 の 長 さ を用 い た.ク ロバ ナ ロ ウ ゲ で

は 個 体 サ イ ズ と開 花 状 況 を も とに,葉4枚 未 満 の

非 開 花個 体(C1)と 葉4枚 以 上 の 非 開花 個 体(C

2),開 花 個 体 の3つ のサ イ ズ 階 に分 け た.同 様

に トキ ソ ウで は,葉 の 長 さ10cm以 下 の 非 開 花 個

体(C1)と 葉 の 長 さ10cm以 下 の 非 開 花 個 体(C

2),開 花 個 体(C3)の3つ の サ イ ズ 階 に 分 け

た.

個 体 の 空 間 分 布 に つ い て 森 下 の1δ 指 数

(Morisita,1959)を 用 い て 分 析 した.1δ 指 数 が

1の と きは 個 体 が ラ ン ダム 分 布,1よ り大 きい 場

合 に は 集 中 分 布,1よ り小 さ い場 合 に は 一 様 分 布

して い る こ と を意 味 す る.さ ら に非 繁 殖 個 体(C

1・C2)と 繁 殖 個 体(C3)の 分 布 の 関 係 を,R

δ指 数(Morisita,1962)を 用 い て分 析 し た.R

δ指 数 が1に 近 い ほ ど両 者 が 同所 的 に,一!に 近

い ほ ど排 他 的 に分布 して い る こと を意 味す る.1δ,

Rδ 値 の 分 析 の 際 に用 い た 区 画 の 単 位 は ク ロバ ナ

ロ ウ ゲ で はlm×1m,ト キ ソ ウで は0.5m×0.5m

で あ る.

各 方 形 区 の 合 計 被 度 を算 出 す る際 に被 度 階 級 の

1%未 満(+)の もの は0.1%と して扱 った.ま た,

被 度 デ ー タか ら シ ャ ノ ン ・ウ ィ ー ナ ー 関 数 を用 い

て多 様 度(H,)を 計 算 した.
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表1.ク ロバ ナ ロ ウゲ 調 査 区 の群 落 植 生

被 度

種 名 方形区番号 A B C D E F G H J

距 離(m) 0-1 一2 一3 一4 一5 一6 一7 一8 一9 一10

クロバ ナ ロウゲ 5 1 1 1 1 1 十 1 十 十

ツル コケモ モ 20 20 10 30 20 20 20 20 20 20

ヤチ スゲ 10 5 1 5 10 20 20 20 20 20

ヨ シ 5 5 5 5 5 10 5 10 10 20

ミツガシ ワ 1 十 十 十 十 十

ワ タスゲ 十 5 十 十

ヤナ ギ トラ ノオ 十 十

ミズ ドクサ 十 十 十 十

ヒメシダ 十

ミズ ゴケ類 1 10 1 5 5 10 30

クロバ ナロ ウゲ個 体数 13 4 6 4 6 7 5 6 6 5

全体被度 41 31 22 42 46 52 50 56 60 90

出現種数 7 7 7 5 6 4 4 4 4 4

種多様度 0.580.450.560.410.600.520.530.580.580 .60

種名 の行 の数字 は被度 をあ らわす。+は 被 度1%未 満

3結 果

(1)ク ロバ ナ ロ ウゲ の生 育 環境

方 形 区 内 に は ク ロバ ナ ロ ウゲ の 他 に,ツ ル コケ

モ モ ・ヤ チ ス ゲ ・ヨ シ な どが 出 現 した(表1) .

各 方 形 区 の 合 計 被 度 は,22～90%で 平 均49%で

あ っ た.各 方 形 区 の種 数 は4～7種 で 平 均5.2種

で あ っ た.種 多 様 度 は,0.41～0.60で 平均0.54で

あ っ た.方 形 区Dか らJま で ミズ ゴ ケ類 が 出 現 し

て い た以外,組 成 に大 きな違 い は見 られ なか っ た.

表2.ク ロバナロウゲ調査区の非開花個体数 と
開花個体数

方形区番号
非開花個体数 開花個体数

C1 C2 C3

(2)ク ロバ ナ ロ ウゲ の 個 体 群 構 造

調 査 区 内 に は62個 体 が 見 られ た.個 体

密 度 は,非 開 花 個 体 が5.4/㎡ で,開 花 個 体

が0.8/㎡ で あ っ た.各 方 形 区 の 個 体 密 度 は

4～13/㎡ で あ った(表2).空 間分 布 は,

全 体 の1δ 値 は1.29と ラ ン ダ ム に 近 い 分 布

を示 した(図1).C1,C2,C3の1δ

値 は そ れ ぞ れ1.14,1.25,1.42で,大 き な

サ イ ズ 階 ほ ど集 中 す る傾 向 が 見 られ た.

また,空 間分 布 の 関 係 を示 すRδ 値 は,C

1とC3と の 間 が0.23と や や 同 所 的 に,C

2とC3と の 間 が一〇.25と や や 排 他 的 に分 布

す る傾 向 を示 した.
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図3.ク ロバ ナ ロ ウゲ 個 体 群 の

葉 の枚 数 と高 さの 関 係

葉 の枚 数 に よ るサ イ ズ分 布 は,葉3枚 の個 体 が

最 も多 く正 規 型 を示 した(図2).調 査 個 体 の 最

小 サ イ ズは葉1枚,最 大 サ イズ は葉ll枚 で あ っ た.

ま た葉 の枚 数 と高 さの 間 に は 有 意 な正 の相 関 が 見

ら れ た(図3,P<0.001).全 個 体 に 占 め る 開 花

個 体 の 割 合 は12.5%で,葉5枚 の個 体 か ら開 花 が

見 られ,葉7枚 以 上 の個 体 は全 て開花 して い た(図

2).1個 体 の 当 りの花 数 は2～4個 で あ った.

個 体 サ イ ズ(葉 の 枚 数)に 伴 って 開 花 個 体 の 割 合

は増 加 して い た が(図4),開 花 個 体 サ イズ と1

個 体 当 りの 花 数 に は 明 瞭 な 増 加 傾 向 は見 られ なか

っ た(図5,Pニ0.29).

(3)ト キ ソ ウの 生 育 環 境

方形 区A～Jに は トキ ソウ の他 に,ツ ル コ ケモ モ ・

ミズ ゴ ケ 類 ・ヨ シが 優 占 して い た(表3).各 方

形 区 の合 計 被度 は88～136%で 平均lll%で あ っ た.

各 方 形 区 の種 数 は8～13種 で平 均9.7種 で あ っ た.
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種 多様 度 は,0.32～0.54で 平均0.42で あ っ た.一 方,

トキ ソ ウ が 生 育 しな い 方 形 区K～Sで は,各 方 形

区 の 合 計 被 度 は32～126%で 平 均87%で あ っ た.

各 方 形 区 の 種 数 は5～10種 で 平 均6.9種 で あ った.

種 多 様 度 は,0.38～0.67で 平 均0.52で あ っ た.方

形 区 の 優 占種 はA～Kは ツ ル コ ケ モ モ ・ミズ ゴケ

類,L～0は ヨ シ ・ツ ル ス ゲ に な り,P～Sは ハ

ン ノ キ ・ホ ザ キ シモ ツ ケ に変 化 した.

(4)ト キ ソ ウの 個 体 群 構 造

調 査 区 内(A～E)に は120個 体 が 見 られ た.個

体 密 度 は,非 開 花 個 体 が20.0/㎡ で,開 花 個 体 が

4.0/㎡ で あ っ た.各 方 形 区 の個 体 密 度 は12～40/㎡

で あ っ た(表4).空 間 分 布 は 全 体 の1δ 値 は

1.73と 集 中 分布 を 示 した(図6).

C1,C2,C3の1δ 値 は そ れ ぞ れ2.86,2.09,

1.34で,小 さな個体 ほ ど集 中す る傾 向 が 見 られ た.

ま た,空 間 分 布 の 関 係 を 示 すRδ 値 は,C1とC3
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表3.ト キ ソ ウ調 査 区 の 群 落 植 生

種 名
方 形 区 番 号ABCDEFGHlJKLMNOPQRS

距 離(m)0-1.23.4-5.6.7.8-9-10.11-12.13-14.15-16.17.18-19

トキ ソウ
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ヨ シ
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ミズ ドク サ
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クサ レダ マ

ァ カネ ム グ ラ

ク ロバ ナ ロ ウゲ

エ ソオ オ ヤ マハ コベ
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ハ ン ノキ

ェ ゾ ミ ソハ ギ

ミズ ゴケ類
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トキソウ個体数 184034121685104122413

合計被度 13611210210188113130106116124938456327286117121126

出現種数 91010981099101310107776765

重玄 、 0.440.390.340.320.330.420.540.380.450.490.510.670.640.490.530.520.470.420.38

表4.ト キソウ調査区の非開花個体数 と開花個体数

方形区番号
非開花個体数 開花個体数
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図6.ト キ ソ ウ個 体 群 の空 間 分 布

との 問 が0.31,C2とC3と の 問 が0.28で と もに 同 所 的 に分 布 す る傾

向 を示 した.葉 の 長 さに よ るサ イズ分 布 は,10～15cmの ク ラス 階が 最

も多 く正 規 型 を示 した(図7).調 査 個 体 の最 小 サ イ ズ は3cm,最 大

サ イ ズ は24cmで あ っ た.全 個 体 に 占め る 開 花個 体 の割 合 は17%で,葉

の長 さ12cmか ら見 られ,個 体 サ イズ(葉 の 長 さ)に 伴 っ て 開花 個 体 の

割 合 は増 加 した(図8).

4考 察

(1>ク ロバ ナ ロ ウゲ の生 育 環境 と個 体 群構 造

ク ロバ ナ ロ ウゲ は水 位 が 高 く植 被 率 が 低 い 凹 地(シ ュ レ ンケ)に

の み 生 育 して い た.さ ら に 個 体 は低 密 度 で 生 え て い た.こ れ は,小

図7
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小サイズ個体が少ないことによる.一 般に,小 サ

イズ個体は,十 分な種子が供給 されて発芽が順調

であれば,開 花個体のそばに集中する傾向がある.

しかし,実 際にそうはなっておらず,種 子による

更新を阻害する要因が働いていると考えられる.

更新を妨げる要因として,① 種子生産量の少な

さ,② 周辺植生による被陰,③ 発芽時の冠水など

が考えられる.① については,開 花個体の結実率

や種子数を調べる必要があるだろう.ま た②につ

いては,全 体の植被率が低いため,影 響は小さい

と考えられる.③ については,湿 原の水位の季節

変化や種子の発芽の特徴との関係性 を調べていく

必要がある.

(2)ト キ ソ ウ の生 育 環 境 と個 体 群 構 造

トキ ソ ウ は,ヨ シ群 落 や ハ ン ノ キ林 で は 見 られ

ず 、 ミズ ゴケ が 厚 く覆 い ツル コ ケモ モ が 密 生 す る

場 所(ブ ル デ)に の み分 布 して い た.さ ら に今 回

調 査 区 を設 定 した範 囲 内 で の 分 布 も,ミ ズ ゴケ 類

の優 占度 が 高 い 場 所 で個 体 数 が 多 い傾 向 が 見 られ

た.こ の こ と は適 度 な湿 度 を保 つ ミズ ゴ ケ 上 が,

生 育 に適 した立 地 にな って い る こ と を示 して い る.

ま た個 体 の 分 布 は各 サ イ ズ 階 と も に高 い 集 中 分

布 を示 し,個 体 ど う しが 接 す る よ う に分 布 して い

た.こ の よ う な分 布 の要 因 と して,① 種 子 繁 殖 に

よる結 果 と,② 栄 養繁 殖 に よる結 果 が考 え られ る.

① につ い て は,一 般 に,ラ ン科 植 物 で は種 子 に よ

る定 着 が 稀 で あ り,可 能 性 は低 い.一 方,② に つ

い て は,ト キ ソ ウや そ の仲 間 で は,地 下 茎 を伸 ば

して 新 た な地 上 茎 を生 産 して い く こ とが 知 られ て

い るた め,こ の場 合 で は,多 くは 栄 養 繁 殖 に よる

結 果 と考 え られ る.ま た今 回 の解 析 に は使 用 しな

か った 方 形 区F以 降 で は,個 体 密 度 が100/㎡ を こ

す場 合 が 見 られ た.ト キ ソ ウ は細 長 い 葉1枚 の簡

素 な構 造 を して い る た め,地 上 茎 間 で の 光 を巡 る

競 争 が 生 じに く く,こ の よ う に 隣接 して 多 くの 地

上 茎 を出 す こ とが可 能 なの か も しれ な い.今 後 は

さ らに 地 下 茎 の分 枝 パ ター ンや 地 上 茎 間 の 地 下 部

の つ な が りな ど種 の 地 下 部 の 成 長 特 性 と合 わ せ て

考 え て い く必 要 が あ る だ ろ う.

(3)今 後の調査

両種のサイズ構造に関して,サ イズ分布が正規

型を示すことと,開 花が個体サイズに依存 し,繁

6

殖開始サイズが存在する点は共通 していた.し か

し,そ れぞれのサイズ構造が成立 している理由は

異なるもの と考えられ,そ れぞれの生育環境や生

活史の特徴をあわせて考えていく必要があるだろ

う.

今後,再 調査 を行ない個体の消長を調べること

で,新 たな知見が得 られると思われるが,湿 原で

の調査は,人 為的撹乱による植生破壊が大きいた

め,再 調査までの期間は少なくとも2年 以上の間

隔をおいて行なうように したいと考えている.

また,特 に トキソウが分布するような ミズゴケ類

がつくるブルデは湿原の乾燥化の影響 を最も敏感

に受けやすい と考えられ,湿 原の水位の季節変化

や経年変化と関係づけながら個体群動態をみてい

くことが重要である.
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